
［ 横浜市旭区民文化センター ］ 
令和4年度事業計画書

横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立共同事業体

施設の概要

施設名 横浜市旭区民文化センター サンハート

所在地 横浜市旭区二俣川一丁目 3番地

構造・規模
鉄骨コンクリート造

地下 1階地上6階建の、地上5階および6階の一部を専有

敷地・延床面積 専有面積 2, 564 rri 

開館日 平成2年8月4日

指定管理者

法人名
横浜メディアアド・相鉄・神奈川共立 共同事業体

代表構成団体 株式会社横浜メディアアド

代表団体所在地 横浜市神奈川区栄町 5番地 l

代表団体代表者 代表取締役社長三浦彰久

代表団体設立年月日 昭和 58年 1月22日

指定期間 令和4年4月 1日から令和 9年3月31日まで

l 基本方針

(1)基本的な方針

地域コミュニティの中心的な施設として、地域に交流と活性を生み出す地域のハブ的な役割を果たす

ことを目的とする。多くの区民に、良質な文化芸術に触れる機会を提供し主体的に区民が文化芸術に

関わる場を提供する。中でも区民が直接的に文化芸術に関わり、互いに交流できる参加型や地元企業

や学校、商店街、アーティスト等と連携する地域一体型の事業に重点を置いて展開する。

そしてすべての活動の基盤である施設については、新型コロナウイルス感染症への対策はもちろん、

利用者・来館者が安心して利用できるよう安全性の確保を第一義とし、利用者・来館者の立場に立っ

た施設運営を心掛ける。

① 地域のネットワークを形成し、活用する

地域の様々な施設や団体との連携し、これまでの運営で培った地域との関係性やそのノウハウを

活かしてネットワークづくりを推進する。また、地域のつながりをつくるコーディネーターとし

ても責任をもって機能し、文化的コモンズの形成を牽引する。

② ワークショップ型事業で区民の交流を促進、担い手を育成する

文化芸術活動に興味関心を抱いた区民を「さらなる鑑賞者」「活動者」「運営者」に育成していく

ことと区民の交流を主眼に、多様なワークショップ型の事業を実施する。複数回で1クールとな



るような継続的な事業を中心に、文化芸術の体験や、スキル・ノウハウのアップの機会を提供し、

区民同士の交流やつながりを創出する。

③ ユーザビリティの検証と利用者拡大のための各種サービスを検討する

利用者・来館者の立場にたった使いやすい施設運営を行う。これまでのサービス体系も見直し、

時代にあったサービスの導入や利用規則の見直しなど、利用者等の意見や要望を吸い上げつつ、

利用者拡大の改善策として横浜市・旭区と検討していく。

④ 幅広いジャンルにわたる文化芸術への接触機会を提供する

区民が日常的に文化活動を行う場の提供として、公共性・公平性をもって誰もが利用しやすい環

境を整備する。担い手の育成という観点から、特に「練習」「学習」での利用を促進していく。

⑤ オンライン施策の導入と環境整備を進める

ウェブアクセシビリティヘの対応等ホームページの改修はじめ、新たなSNS導入の検討や動画

配信などインターネットを使った施策に積極的に取り組む。マーケティングリサーチにTwit
t e rを活用するなどSNSの新しい使い方を検討し、既存のアカウントも有効に活用していく。

⑥ 安全•安心を優先して運営する

法令等に定められた保守・点検や日常的な保守・維持管理は当然ながら、新型コロナウイルス感

染症に対し、公共施設として可能な限りの有効な感染防止対策を施し、誰もが、心から文化芸術

を満喫できる施設を目指して施設運営を行う。またSDGsの観点からも、環境保全・健康等へ

配慮した管理運営に努る。

(2)令和 4年度の位置づけ

1. 事業の方針

令和 4年度は、 2年来コロナ禍において数々の制約を受け、満足に活動をすることが出来なかった
ことにより改めて認識させられた「文化芸術活動は人々や社会全体の健康、幸福にとって不可欠な

もの」という意識を念頭に、区民が期待する事業を展開していくと共に、同じビル内に位置する（梱

相鉄ビルマネジメントとの協業により力を入れ、二俣川駅前でのアウトリーチ活動に注力し、情報

発信を強化すると共にサンハートの知名度向上に努める。

1 . 広報活動

オウンドメディアであるホームページの再構築を早急に行い、これまで以上に快適な環境を提

供し、各種SNSの有効活用によりきめ細かな情報発信に努める。

■ SNS活用例
1) HP 

館の全ての情報を包括的に分かり易く掲載

2) Instagram 

親子向けイベント（未就学児イベントや小学生向けイベント等）

3) Twitter 

一般層 (20代.......,60代）向けイベントや、館からのお知らせ全般

4) Face book 

コンサートやイベント後のコラム投稿
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5) YouTube 

自主事業コンサートに出演予定のアーティスト演奏を事前に視聴可能にし、アーティストプロ

モーションの助長をするとともに、アーティストの表現の場を広げるツールとしても活用する

2. 活動内容

【使命3】に掲げる「文化芸術の鑑賞の機会を提供」する為の方針として、区民に好評で定着してい

る人気コンテンツは継続し、一方で新たな利用層を掘り起こす為の新規事業にも積極的に取り組む。

初年度の主な事業として、下記コンテンツを実施予定

・育成事業である「アンサンブルオーディション」を実施し、最優秀賞受賞者によるコンサート

・根強い人気で固定ファン層が付いている落語「あさひ亭まねき寄席」の開催

（オンラインによる見逃し配信も検討）

・低料金で良質な音楽を提供する「ワンコインコンサート」

・NHK大河ドラマ「鎌倉殿の 13人」と連携する「畠山重忠」関連の催し

（展示や物販も視野に）

・地元企業と連携するアウトリーチ事業

（相鉄ビルマネジメントとの連携による二俣川駅周辺でのアウトリーチ活動）

2. 運営の方針

1. 利用者にとって使いやすい施設の実現

公共の施設として、誰にとっても利用がしやすい公平性のある対応を基本とし、効率性にも配慮した

対応を行う。特に、アートギャラリーについては新しい利用法を提案しながら、利用の可能性を追求

し、利用促進につなげていく。

2. 利用許可における公共性・公平性の確保

「横浜市民利用施設予約システム」 （以下「予約システム」という。）を的確に運用し、公共性・公

平性の確保に努める。特に利用内容、利用日数などの調整にあたっては、公共性・公平性に十分配慮

し、より多くの利用者に施設を利用いただけるようにする。

3. 適切かつ確実な業務体制の維持

受付貸出業務については、「施設運営マニュアル」「予約システム運用マニュアル」等を整備し、全職

員・スタッフが統一のとれた対応を行う。受付窓口では利用状況に応じて事務室職員も窓口業務を行

うことで適切で確実な利用者対応をする。

4. 利用状況の集計・分析

「予約システム」を活用し、施設利用者を定期的に集計・分析し、利用者サービスに繋げる。また、

旭区所管課にモニタリング等を通じて報告、情報を共有し、貸出業務の改善を進めていく。
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3. 管理の方針

旭区民文化センターは開館して 30年以上経過している。施設維持保全管理を行っていくうえで設

備の経年劣化など突発的な不具合が生じる可能性が高くなることが想定されるため、ビルメンテナ

ンスのスペシャリストとして豊富な実績やノウハウを活かして施設を維持管理する。区民に末永く

施設を利用いただけるよう施設の長寿命化を目指す。

1 . 一体管理によるスケールメリット

構成団体である相鉄企業は、旭区民文化センターが設置されている二俣川駅北口共同ビルの管理組

合事務業務、建物維持管理業務を受託しているため、旭区民文化センターも併せた一体管理が可能

で、スケールメリットを最大限に活かした維持管理業務を実現する。

2. 設備管理業務

予防保全を第一に日常点検を行う。五感を駆使した点検や検針値による数値の確認により、異臭、

異音、異常な温度など、異変をいち早く察知するよう心掛ける。

専門業者による定期点検も実施し、日常点検だけではわからない設備の状況を把握する。

これらの点検内容を日々検証し、維持管理計画の見直しを行う。

3. 安全衛生

利用者や従業員の安全を確保することを第一に考え、警備・清掃を行う担当者は、常日頃から感染

予防の重要性を認識して業務を行う。また、適切な感染防止対策を実施することが事業の継続性確

保につながることを認識して業務に取り組む。

2 自主事業に関する計画

(1)文化事業の企画および実施について

事業カテゴリーは大分類として「鑑賞事業」 「交流事業」 「創造事業」の 3つに分け、中分類とし

て5つに、更に小分類として 7つのカテゴリーに分けて計画、実施していく。

鑑賞事業 Iプロフェッショナルな芸 個性的な公演事業 ． サンハート・旭の響き
術家による文化芸術の創 ． あさひ亭まねき寄席
造• 発信

未来への架け橋となる地 アーティストの支援 ． 最優秀賞受賞者記念コンサート
元・若手アーティストの ． 気軽に寄り道コンサート
育成・普及 ． ワンコインコンサート． アンサンブルオーディション

交流事業 I地域の共生拠点・文化の 文化芸術と社会的包摂 • オープンデー

発信地 • アウトリーチ

子供の芸術体験を支援,. 読み聞かせ． すくすくキッズプログラム． 夏休み子ども体験講座
地元との連携 I• 美音倶楽部
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． あさひ名回坐企画委員． ウェルカムギャラリー
創造事業 サンハートによるプロモ 参加をして楽しむ ． 演劇ワークショップ

ーション事業 ． ゴスペルワークショップ． 小規模ワークショップ
その他・シーズン企画 その他・シーズン企画 ． ホールでピアノ． アートマーケット

取組内容 達成指標

プロフェッショナルな芸術家による文化芸術の創造・発信

く個性的な公演事業＞

ロ トップレベルのアーティストによるサンハ □ 新たにシリーズものとして「サンハート・旭
ートならではの個性的な公演を開催する。 の響き」という名題のコンサートを設定し、

指定管理期間5年間を通して同一アーティス

i 
トの継続出演と、その年毎にテーマを掲げて
シリーズを実施する。

未来への懸け橋となる地元・若手アーティストの育成・普及

くアーティストの支援＞

ロ アーティストが音楽活動を通じて社会貢献 ロ アンサンブルオーディションにて若手アー
ができる仕組み作りをするために、人材育成 ティストを発掘し、サンハートの顔として館
をする。 内公演やアウトリーチ活動など幅広く出演

依頼をする。

地域の共生拠点・文化の発信地

＜文化芸術と社会的包摂＞

口 活力ある地域社会の実現のために、文化芸術 口 地域の特性に応じた配慮あるニーズを探り、
を通して人との繋がりや地域の結束を強め あらゆる人が音楽・芸術を通して交流できる
るほか、社会参加の機会を拡充し、地域コミ 低価格で良質なコンテンツを提供する。
ュニティの発展につながる運営を行う。

＜子供の芸術体験を支援＞

斎: 
口 次世代の芸術文化の担い手である子供たち 口 発達段階に応じた鑑賞プログラムや創作活
に対し、芸術を通して共生社会の中で書くこ 動の機会を設け、子供たちの可能性を広げ、
とのできない想像力や思考力、コミュニケー かつ好奇心を掻き立てるような事業展開を
ション能力などの自己表現能力を養うため、 アプローチしていく。
文化芸術を享受できる環境づくりを整える。

く地元との連携＞

口 あさひ名画座シリーズにおいては、引き続き 口 事業の企画・実施及び広報など多岐に渡る運
地域の方々を中心とした実行委員方式をと 営を「あさひ名画企画委員」に委ね、地域コ
り、地域の特性に応じた配慮あるニーズを共 ミュニティの一つとして確立させる。
に探っていく。

......................................................................................................................................................................................................................................................... ......................................................................................................................................................................................................................................................... 
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.................................................... ・・・・・・・・・................................................... , ............................................ ・・・・・・・・・・・・・・............................................................. ・・・・・・・.......... ................................ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・... ・・................................ , ................................... ,,,, ............................... ,,.,., ............. , ..................................................................... 

口 有料制のウェルカムギャラリーを無料制に 口 地域活動支援センターや作業所などと連携
変更し、より多くの作品展示を展開してい を図り、製作している作品等を展示すること
く。 で施設・作業所利用者の発表の場を設け、地

域で支えていく仕組み作りの一部を担う。

サンハートによるプロモーション事業

く参加をして楽しむ＞

口 参加者同士が一つの体験を共有し、意見交換 口 既存の演劇ワークショップの他、小規模のワ
や、対話をする機会を設けることにより、コ ークショップを複数設け、地域の方のサード
ミュニティに活力を与え、社会との距離を近 プレイスを提供する。
づける。

>
その他・ シーズン企画

くその他・シーズン企画＞

口 空き施設の有効活用を目的とした企画を設 口 施設の有効活用と収入向上のため、既存イベ
ける。 ントであるホールの時間貸し（ピアノ練習）

を引き続き実施していく。

............................................................................................. ,,, ................................................................. , .... , .................................. , .................................... , ......... ..................................................................... , ................ , ............................................................ ,, .................................................................................................... 

口 季節に合わせたイベントを実施し、幅広い市 口 今年度は手作り作品を販売するアートマー
民に向けた他分野にまたがるコンテンツを ケットをクリスマス前に開催し、製作者に対
設ける。 して作品発表の場を設けるほか、季節感あふ

れるレイアウト構成をしていく。

(2)地域コミュニティの形成・社会的包摂（ソーシャルインクルージョン）の推進

［取組内容］ ［達成指標］

● 地域内の対象施設ヘダイレクトアプロー □ 地域を絞り、カフェやケアプラザ、地域公共施設ヘア
チを行い、隠れた需要の掘り起こしに務 ウトリーチ活動の宣伝資料を配布し、「要請」を受けて

める。 から企画提案を行う「受注型」だったアウトリーチか

ら、より積極的な「企画開発型」へと進化させ、新規

アウトリーチ先を増やしていく。

● 未就学児（特に未就園児）とその親の活 1口未就学児や小学生の子を持つ親に、サンハートを情報

動の場としての需要をさらに広げ、地域

コミュニティーの形成へと繋げていく。

収集の場として「認識」してもらえるよう、チラシ配

架棚をより見やすいレイアウトにしたり、各種 SNSで

未就学児向けの情報コンテンツを取り扱っていき、保

護者が情報の渦に飲み込まれない土台作りを行う。

また、保護者にヒアリングを行い、今地域で求められ

ていることの情報収集し、事業に反映していく。

(3)市民協働、市民主体の活動の支援、地域人財育成及び文化的コモンズ形成の牽引

［取組内容］ ［達成指標］

euiし三る：「区民企画委員」の仕組みを 1口 区民企画には、既存のイベントの他に新規企画の立ち
継続する。 上げを依頼し、新たな顧客層の開拓へとつなげてい

く。
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.......................... 疇.........................................................................................................................................., ................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................. .. 

●ともに進める：「運営サポーター」の仕組 ロ イベント開催時に運営に携わることで、サポーター同
みを継続する。 士の交流やコミュニティ形成促進を図り、更に施設の

運営をより良いものにしていくために、等身大の意見

をサポーターから提案していただくことによって、地

域全体で支え合う親しみやすい文化施設運営を目指

す。
,, .................................、..........................................................、········•""''..'''········..・・・・--・--・.. ・・・・--・・・・・・・--・--・・・............................................ 暑........................-・・・..  ・・・・・・---

●ともに育つ：サンハート主催事業から派生 ロ アウトリーチに関して、自主事業担当者の立ち合いが
した取り組みについて、地域文化に大きく なくとも開催施設に訪問できるようにしていく。

寄与する活動を「共催事業」と位置付け、

独自の運営サイクルを確立するまで積極

的に支援する。

................................ , ........................................................................................................................................................................................... ,., .... ・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・.. ・・・・・・.. ・・・・................................................................................................................................................................................ , ................................................................................. 

●ともにつながる：サンハートが地域のため 口 若い世代をサンハートの利用者として取り込んでい

にできることを、利用者・市民・地域• 関 くため、未就学児向けのイベント時に、保護者に対し

連団体等でともに検討し、地域課題を解決 てアンケートや意見交換の場を設け、館としての課題

するアイデアを事業化するプロジェクト を浮き彫りにしていく。

を、サンハートが主体となって、地域をリ

ードし推進する。

3 施設の運営に関する計画

(1)顧客満足度の向上について

［取組内容］ ［達成指標］

●利用者サービスのさらなる向上に努 □施設利用者の発表会を広報支援し、直近のホール・諸室の空き
め利用者ニーズに合わせたサービス 状況を情報コーナーに発信する等により顧客満足度を向上さ

を増やす。 せる。

●アンケートやヒアリング等から区 □各年実施の利用者アンケートや自主事業等の来館者アンケー
民•利用者のニーズを的確に把握す 卜をはじめ、ヒアリングの随時実施と年1回利用者懇話会を開

る。 催して、ご意見・ご要望を的確に把握しサービス向上に努める。

●サンハート友の会を継続し、会員へ □改めてサンハート友の会の会員登録を行い、会員からの声を次
のサービス向上と共に強力なサポ 年度の事業へ反映させる等施設のサポーター的存在として会

ーターとしての関係作りを図る。 の運営を行う。引き続きジョイナステラス各店舗と連携するな

ど会員特典の充実等を図り、会員数増をめざす。
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(2)的確な施設提供の実現について

［取組内容］ ［達成指標］

●効率的且つ安定した施設の開館・運 □開館日数 345日
営を行う。 休館日 20日

●利用者アンケートや利用者懇話会

からの声を基に満足度向上• 利用促

進を図る。

●施設利用者へ専門的な利用方法等

効果的なアドバイスを行う。

●周辺施設と連携して地域全体の賑

わい作りに貢献ずる。

●施設を有効活用し、施設の魅力作

り・活性化を図る。

●利用者へ施設のホール・諸室の空き

情報をリアルタイムで広く発信す

る。

(3)的確な広報の展開について

［取組内容l

年末年始 12月29日,.._,1月3日

施設点検・消防設備点検 14日

口様々な媒体を活用し、施設のPRを充実させ稼働率向上に努

める。

□舞台技術を含め、専門性をもった職員が常駐して、利用者か
らの相談・下見• 利用打合せをはじめ、 トラブル等緊急時に

も迅速に対応する。

ロニ俣川ライフ、ジョイナステラス、二俣川駅周辺商店街、ニ

俣川駅、並びに相鉄線駅との連携事業を展開していく。

ロワンコインコンサートを引き続き実施するとともに、施設の

有効活用を図る。

口予約システムで閲覧できない、直近1ヶ月以内のホール・諸

室の空き情報を更新し、施設内に発信する。

［達成指標］

●地域・区民の文化芸術情報発信拠点 □情報コーナーでは、旭区が行う NHK大河ドラマを契機とした畠
としての役割を担う。 山重忠公に関する情報発信に協力するほか、類似の他施設情報

の紹介を行うなど文化芸術情報を得る事ができるよう整備す

る。

●情報の内容により、最適な媒体・手 □毎月の催し物案内発行、ホームページのリアルタイムな更新を
段により、効率的な広報・宣伝活動 はじめ、当事業体ならではの媒体（交通広告・広報紙等）を有

を実施する。 効に活用しPRを行う。
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(4)専門性と区民の力を統合する組織づくりについて

［取組内容］ ［達成指標］

●事業企画・施設管理・舞台技術の経 1 口以下の通り人員を配置し運営する。

験・実績豊かな職員・専門スタッフ

と、区民をはじめとした地域スタッ

フを配置し、全ての職員が適切なコ

スト感覚、効率的管理とホスピタリ

ティ精神をもった運営を行う。

【運営スタッフ】※2交代、常時 2名以上配置

館長 1名

副館長 l名

職員 5名

【舞台技術】※利用状況により z,...,_,4名

職員 4名

【受付スタッフ】

カルチャースタッフ 12名（地域採用）

●職員・スタッフの施設運営スキルア □機材研修、個人情報保護研修、消防訓練等を実施し、運営に役
ップのために研修を実施する。 立てる。

4 施設の管理に関する計画

利用者が安心して利用できるよう快適な環境作りを目指し、安全性、防犯性について最大限の配慮をす

る。サンハートは開館から 30年以上経過し、設備全体が老朽化してきている。それらの状況を踏まえた

上で、施設の運営に支障をきたさぬよう維持管理に努めていく。

(1)安全で効率的な維持管理・予防保全について

［業務内容］ ［達成指標］

●安全•安心できる施設の維持 口設備等保守管理項目を遵守し、定期的な施設点検を実施する。

"●, .......... ●● .............................................................................................................................................. ・・・・・・・・・・・・・... ・....................... ..... ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・................................................................................................ , .................................................................................................. , ........................... ,., ........................................................... .. 

●定期的な設備点検 口老朽化した建築、設備のリスクマネジメント評価を行い、修繕

計画の適正化を図る。

・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・・・・.. ・・・・・・・・・・・.............................................................................................................................. , ..... , ............................. ....................................................................................................................................................................................................................................... , ......................................... , ........................ , ........................ 

●必要に応じた緊急点検 □月1回の定期的な施設点検の他に、建築物点検マニュアルに準
拠した点検及び、建築物定期報告に準拠した点検を年 1回行

う。
., ........................................................................................................................................................................................、........... ................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................... 

●施設設備の予防保全 口施設設備等の中長期修繕計画や修繕・改修について、早めに施

設情報を提供し、関係各所に働きかけるとともに、利用受付．

打ち合わせ時に利用者に備品や設備の正しい取り扱いを説明

し、安全で確実な利用を促進する。
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(2)快適な環境の維持管理について

［取組内容］ ［達成指標］

●安心できる環境の維持 以下8点を達成指標とする。

その他の計画

(1)危機管理対策について

［取組内容］

●緊急時の対応

●利用者の安全• 安心を確保

●防災管理

①清掃項目一覧及び清掃内容一覧を遵守し、日常・定期清掃を実

施する。

②美観を維持するように取り組む。

③環境に配慮し、廃棄物の発生抑制に努める。

④空気環境測定 (VOC等含む）を実施する。

⑤社内による、業務の品質管理点検を実施し、特別清掃・日常清

掃の計画を策定する。

⑥ヨコハマ3R夢など市の施策や事業に協力する。

⑦空気環境測定結果の報告書を作成する。

⑧消毒液の設置、設備・備品等の消毒作業など、新型コロナウイ

ルス感染拡大防止に努める。

［達成指標］

口緊急内容別（事故、犯罪、火災、設備故障など）に連絡網の整

備を行う。

□大規模災害等が発生した場合は、行政機関との連絡・協力を円
滑に行えるよう訓練等を通じて体制を整える。

以下5点を達成指標とする。

①平成 24年度に作成した「帰宅困難者一時滞在施設」としての

運用マニュアルに基づき訓練を実施し、緊急時に備える。

②緊急時の連絡網を作成するとともに旭区役所へ提出する。

③近隣在住職員をあらためて確保する。

④事故、犯罪及び火災等を発生させない為に、職員による定時巡

回を実施する。

⑤消防計画書を作成し、自衛組織を結成することで、日常の防

火・防災に努める。また、催事の際は、避難導線の確保等の指

導を行うとともに、消防計画書および緊急時対応マニュアルに

基づき年2回防火・防災訓練を実施する。

(2)自己評価 ・PDCAサイクルの活用について

［取組内容l I [達成指標］
●日報及び月報の作成・管理（業務 口業務記録の適正な作成・保管と共に重要な件に関して随時報告

記録の整備） をおこなう。
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.............................................................................................................................................................................................. .................................................................................................................................................................................................................................................................................................................................... 

●業務計画書及び業務報告書の作成 □ PDCAサイクルの推進とともに重要な件に関して随時報告
・管理（利用者のニーズや声を反映 出来る体制づくりに取組む。

した業務計画の策定）

................ , ............................................................................................................................................................................ ...... …, ................................................................................................................................................................................................................................................................................................................... 鴫●●●●● 

●モニタリングの実施（モニタリング 口業務記録の一元管理によるモニタリングヘの対応・体制を構築

への対応・体制の整備） する。

...................................................................................................... 言・・・・・・・....................................................... ..................................... 會・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・........................, ... , ............................ 疇.................................................................................................................,, ................................................................. ,, ... , ................... 

●自己評価の実施(PDCAサイクル 口利用者アンケートの結果や利用者の声を、常に自己評価に反映

の導入と確実な運用） させながら施設運営に取組む。

6 収支について

(1)経費削減の努力について

［取組内容］ ［達成指標］

●管理運営コストの削減に努める。 以下の 3点を達成指標とする

(2)収入向上の努力について

［取組内容］

① 無駄な光熱水費の削減

② SDGsの観点からもチラシ等の印刷関係費を可能な限り削減

し、 SNSでの積極的な展開

③ 予防保全の考え方に基づいた計画的な修繕、日常点検により

不具合や破損等の早期発見による修繕費の低減

［達成指標］

●事業収益向上、規制緩和による新規 I以下 3点を達成指標とする。

利用層の獲得 ① 幅広い世代の利用者を獲得する為にジャンルを広げた自主

事業による収入増を見込むと共に貸館利用層の拡大を目指

す

② まだ利用率向上の余地がある諸室の利用規則の緩和や見直

しを横浜市・旭区と共に検討し柔軟な対応により新規利用者

層の獲得を目指す

③ 諸室の空き状況をホームページにてリアルタイムに公開し、

収益の向上を図る
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(3)収支予算書

項 目 予算額 備 考

収入

指定管理料収入 108, 279, 000 

利用料金収入 27,000,000 

事業収入 4, 500, 000 

その他収入 1, 240, 000 

収入合計 141, 019, 000 

支出

人件費 71, 070, 000 

事務費 6, 476, 000 

事業費 5, 500, 000 

管理費 57, 640, 000 

公租公課 12, 000 

事務経費 321, 000 

支出合計 141, 019, 000 

収支差額

I゚ 

【自主事業一覧】 （税込／単位：千円）

分類 実施時期 事業タイトル 会場 事業内容 入場見込 事業費

鑑賞 12月 サンハート・旭 音楽ホール ピアニストの「森下唯」 100人 250,000円

の響き を指定管理期間の 5年 (50人）

間を通して招致し、毎

回異なるテーマを掲げ

て演奏会を実施する。

今年度のメインテーマ

は「シューマン」を予
,-,..... 疋。

鑑賞 計3回 あさひ亭まねき ホール 著名な真打や若手落語 900人 1, 163, 000円

寄席 家による公演。落語だ (450人）

5・8・1月 けではなくマジックや 5月296,000円

寄席文字、紙切りなど 8月461,000円

の色物も加え、バラエ 1月406,000円

ティに富んだ演目で動

員を図る。

鑑賞 9月 最優秀賞受賞者 ホール アンサンブルオーディ 600人 201, 000円

記念コンサート ションにて最優秀賞を (300人）

受賞した組による、良

質なクラシックコンサ

ート。今年度は子供向

けと大人向けの 2ステ

ージを予定しており、
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「上手に奏で隊」が出

演する。

鑑賞 年2回 気軽に寄り道コ 音楽ホール 仕事帰りに立ち寄れる 100人 236, 000円
ンサート 19時以降に開催する大 (50人）

6・2月 人のためのコンサー 6月118,000円
ト。クラシックに限ら 2月118,000円
ず、多ジャンルのコン

テンツを設ける。

鑑賞 年3回 ワンコインコン ホール アンサンブルオーディ 1, 800人 401, 000円
サート ションにて優秀賞を受 (900人）

5・7・3月 賞した組による、子供 5月137,000円
向け・大人向けの 2公 7月127,000円
演コンサート。低価格 3月137,000円
なチケット料金に設定

し、誰もが気軽に音楽

に触れられる機会を提

供する。

鑑賞 10月 アンサンブルオ ホール 地域のアマチュア音楽 15組 341, 000円
ーディション 家や近隣の音大生を対

象に、器楽を中心とし

たアンサンブルのオー

ディションを実施す

る。入賞者は主催事業

での出演機会提供の

他、アウトリーチ事業

への派遣アーティスト

として、積極的に発信

していく。

六メ、と/Jなr L 8月 オープンデー 全施設 全館で無料や低価格の 1, 000人 337,000円
イベント、さらに市民

参加型の催しを行い、

普段サンハートを利用

されない方や家族連れ

が気軽に施設に立ち寄

っていただくきっかけ

を提供する。

交流 計 10回 アウトリーチ 旭区内各所 小学校ヘアーティスト 500人 670,000円
と共に訪問する学校プ

学校4回 ログラムの他、福祉施

福祉3回 設や保育園等へ、出前

その他3回 コンサートやワークシ

ョップをお届けする。

オーディション受賞者

への演奏機会提供の場

も兼ねている。
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六メ~と/J伝I L 通年 ウェルカムギャ エレベータ エレベーター横の窓際 48人 0円
ラリー ー横 に設置してあるレンタ

ルボックスに、地域活

動支援センターや作業

所等で製作している作

品等を展示し、施設・

作業所利用者の発表の

場を設ける。

六.x...b平1L 月1回 おはなしかい ホール 未就学児とその保護者 480人 79, 000円
を対象とした絵本の読 10組／月

み聞かせ会。サンハー

トの読み聞かせ講座を

修了した「読み聞かせ

サポーター」が企画運

営を担当する。館外か

らの依頼も積極的に引

き受け、絵本の読み聞

かせを通じた地域貢献

を目指す。

六メ~汰/J I L 通年 すくすくキッズ ホール 未就学児の中でも特に 各事業に 0円
プログラム カルチャー 乳幼児を対象に、初め 加算 （ワンコインや

工房 ての音楽やアート、演 オープンデーに

劇といった文化芸術に 加算）

触れあう機会を提供す

る。

交流 7・8月 夏休み子ども体 ホール／カ 各分野の講師を招き、 ダンス 230, 000円
験講座 ルチャーエ 夏休みの期間中に小学 20名

房 生を対象とした参加型 プログラミ

の講座を開設する。今 ング

年度はダンスとプログ 20組
ラミングの 2講座を開
催予定。

六メヽ/)、土11., 通年 美音倶楽部 ム云きll我羊去.±:. サンハート独自の真空 20人 10, 000円

管アンプを使った会員

月1回 制のレコード鑑賞会を

行う。

六メ_とIJなI L 通年 あさひ名画座企 ホール 区民企画委員のネーミ 900名 616, 000円
画委員 ングから「あさひ名画 (450名） 4月110,000円

座企画委員」に変更し、 6月110,000円

映画イベントに特化し 9月110,000円
た企画・運営を行って 11月110,000円
いただく。 2月110,000円

会議費66,000円

創造 7月 演劇ワークショ ホール 講師に文学座の演出家 40名 387, 000円

ップ 「中野志朗」を迎え、

演劇を通じたコミュニ

ケーションのスキルア

ップを目指したワーク
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ショップを開催する。

今年度はドラマチック

リーディングの形式を

取り、計 6日間の短期

間ワークショップとし

て実施する。

創造 11月 ゴスペルワーク ホール 講師にゴスペルスパー 100名 331, 000円
ショップ クル率いる「金井恵理

花」を迎え、幅広い世

代を集めたワークショ

ップを開催する。楽譜

の譜読や英語の理解力

は不要であり、初心者

でも参加しやすい開か

れたワークショップを

目指す。

創造 通年 小規模ワークシ カルチャー サンハートが地域の 150名 376, 000円
ョッフ゜ 工房／ミー 方々のサードプレイス

ティングル になるよう小規模ワー

ーム クショップを複数開催

し、「交流の場＝サンハ

ート」の図式が定着で

きることを目標とす

る。今年度は「シニア

向けヨガ」「合気道」「読

書会」など、多岐に渡

るコンテンツを予定し

ている。

創造 通年 ホールでピアノ ホール サンハートのホール・ 360名 0円
音楽ホール 音楽ホールのフルコン

サートグランドピアノ

を 1時間単位で試弾で
きる企画。

創造 11月 アートマーケッ アートギャ 出店者による手作りア 40名 45,000円
ト／ワークショ ラリー／カ ート作品を販売するイ

ップ ルチャーエ ベント。同時にワーク

房／ミーテ ショップも開催し、老

ィングルー 若男女問わず参加可能

ム なジャンルを実施して

いただく。

通年 サンハート友の 固定顧客層への優遇体 100名 0円
会 制を整え、顧客満足度

向上を図る。

通年 備品購入 自主事業に必要な備品 426,000円
郵送費 購入費や、他館へのチ

ラシ発送費など。
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通年 取材・打合せ諸

経費

※ 入場見込数について

その他諸経費 103, 000円

基本的には 100%の集客をできることを前提として来場者数を記載しているが、新型コロナウイルス

感染症対策に伴い、集客人数を半数に減らすこととなった場合は50%の集客となるので、括弧内に 50%

集客バージョンの人数を入力している。
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収入の部

科目

指定管理料

利用料金収入

自主事業（指定管理料充当の自主事業）収入

自主事業収入

雑入

印刷代

自動販売機手数料

駐車場利用料収入

その他（ ） 

支出の部

科目

人件費

給与・賃金

社会保険料

通勤手当

健康診断費

勤労者福祉共済掛金

退職給付引当金繰入額

事務費

旅費

消耗品費

会議賄い費

印刷製本費

通信費

使用料及び賃借料

横浜市への支払分

その他

備品購入費

図書購入費

施設賠償責任保険

職員等研修費

振込手数料

リース料

手数料

地域協力費

事業費

自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

自主事業費

管理費

光熱水費

電気料金

ガス料金

水道料金

渭掃費

修繕費

機械警備費

設備保全費

空調衛生設備保守

消防設備保守

電気設備保守

害虫駆除清掃保守

駐車場設備保全費

その他保全費

共益費

公租公課

事業所税

消費税

印紙税

その他（ ） 

事務経費 （計算樹処を説明欄に記載）

I 

本部分

当該施設分

ズ対応費

自主事業費収入

自主事業費支出

管理許可・目的外使用許可収入

管理許可・目的外使用許可支出

管理許可・目的外使用許可収支

当初予算額

(A) 

108,279,000 

27,000,000 

620,000 

3,880,000 

1,240,000 

180,000 

460,000 

゜600,000 

当初予算額

(A) 

71,070,000 

71,070,000 

6,476,000 

48,000 

350,000 

20,000 

2,400,000 

800,000 

170,000 

170,000 

゜1,100,000 
150,000 

234,000 

80,000 

4,000 

1,120,000 

゜5,500,000 
675,000 

4,825,000 

57,640,000 

13,700,000 

8,300,000 

3,000,000 

2,400,000 

7,775,000 

2,100,000 

2,338,000 

31,727,000 

3,250,000 

4,208,000 

250,000 

24,019,000 

12,000 

12,000 

321,000 

321,000 

4,500,000 

5,500,000 

△ 1,000,000 

460,000 

170,000 

290,000 

令和4年度 「旭区民文化センター」 収支予算書及び報告書

（税込、単位：円）

補正額 予算現額 決算額 差引
説明

(B) (C=A+B) (D) (C-D) 

108,279,000 

゜
横浜市より

27,000,000 

゜620,000 

゜3,880,000 

゜゜
1,240,000 

゜180,000 

゜460,000 

゜゜ ゜600,000 

゜
補正額 予算現額 決算額 差引

説明
(B) (C=A+B) (D) (C-D) 

゜
71,070,000 

゜ ゜71,070,000 

゜ ゜゜゚
゜゚
゜゜

6,476,000 

゜ ゜~ ~ 

48,000 

゜350,000 

゜20,000 

゜2,400,000 

゜800,000 

゜゜
170,000 

゜ ゜170,000 

゜゜ ゜1,100,000 

゜150,00.0 

゜234,000 

゜80,000 

゜4,000 

゜1,120,000 

゜゜ ゜゜ ゜゜
5,500,000 、-

゜ ゜675,000 

゜ ゜4,825,000 

゜ ゜゜
57,640,000 

゜ ゜゜
13;700,000 

゜ ゜8,3. 00 I 00. 0 

゜ ゜3,000,000 

゜ ゜2;400,000 

゜ ゜7,775,000 

゜ ゜2,100,000 

゜ ゜2,338,00Q 

゜ ゜゜
31,727,000 

゜ ゜3,250,000 

゜ ゜゜ ゜4,2Q8,000 

゜2so;ooo 

゜゜ ゜24,019;000 

゜ ゜゜ ゜゜
12,000 

゜ ゜゜ ゜゜ ゜12,bOO 

゜ ゜
゜ ゜゜

321,000 

゜ ゜32(000 

゜ ゜•••• • ゚•. I 

゜ -- -

- - . ― -- " -



■ 旭区民文化センターサンハート令和4年度資金計画書
収入の部 単位：円

科 目 I 4月 I 5月 I 6月 I第一Q計 1 7月 8月 9月 第—Q計 上期計 10月 11月 12月 第一Q計 1月 2月 3月 第四Q計 下期計 合計

10,769,000 9,042,000 8,472,000 28,283,000 55,995,000 8,809,000 7,899,000 10,359,000 27,067,000 8,943,000 8,795,000 7,479,000 25,217,000 52,284,000 108.279,000 

2,970,000 2,254,000 1,837,000 7,061,000 14,111,000 2,823,000 2,701,000 1,355,000 6,879,000 1,936,000 1,691,000 2,383,000 6,010,000 12,889,000 27,000,000 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜
186,000 186,000 186,000 558,000 62,000 

゜ ゜
62,000 620,000 620,000 

285 000 334 000 533.000 1 152.000 2.154 000 96 000 284.000 226,000 606 000 549 000 207,000 364,000 1 120,000 1,726,000 3.880,000 
、'.l'p$jl:)(!i(j; 1b5;00:o lQ$JlOQ 'Sli5",Mri rsOJQUG ;. <~8thooa: >、7.ifo⑩ 8~;000 245,;000 15:noo 65;000 ••. ,: 15i00tl曹 ,2tff漕000 組 o;eoo|、C• 1;~41);-000 
15,000 15 000 15.000 45 000 90 000 15 000 15.000 15 000 45 000 15 000 15,000 15 000 45,000 90,000 180,000 

40,000 40,000 40,000 120,000 240,000 40,000 30,000 40,000 110,000 40,000 30,000 40,000 110,000 220,000 460,000 

--・ ．． 
科 目 4月 5月 6月 第一Q計 7月 8月 9月 第 Q計 上期計 10月 11月 12月 第一Q計 1月 2月 3月 第四Q計 下期計 合計

人件費 6,348,000 5,618,000 5,923,000 17,889,000 7,313,000 5,510,000 5,466,000 18,289,000 36.178,000 5,772,000 5t674,000 7,014,000 18,460,000 5,452,00,0 5,430,000 5,550,000 16,432,000 34,892,000 71,070,000 
給与・賃金 6,348,000 6,618,000 5,923,000 17,889,000 7,313,000 5,510,000 5,466,000 18,289,000 36,178,000 5,772,000 5,674,000 7,014,000 18,460 000 5,452,000 5,430,000 5,550,000 16,432,000 34,892,000 71,070,000 
士会保険料

゜通勤手当

゜健康診断費

゜勤労者福祉共済掛金

゜退職給付引当金繰入額

゜事務費 654 000 1,160 000 1,097,000 2,911,000 522,000 360 000 397,000 1,279,000 4,190,000 386,000 360,000 397,000 1,143,000 386,000 360,000 397,000 1,143,000 2,286,000 6,476,000 

1旅 費 4,000 4,000 4,000 12,000 4,000 4,000 4,000 12,000 24,000 4,000 4,000 4,000 12,000 4,000 4,000 4,000 12,000 24,000 48,000 
消耗品費 30,000 30,000 30,000 90,000 30,000 30,000 30,000 90,000 180,000 30,000 30,000 30,000 90,000 30,000 20,000 30,000 80,000 170,000 350,000 

1会議 い費 5,000 

゜ ゜
5,000 5,000 

゜ ゜
5,000 10,000 5 000 

゜ ゜
5,000 5,000 

゜ ゜
5,000 10,000 20,000 

印刷 本費 75,000 875,000 775,000 1,725,000 75,000 75,000 75,000 225,000 1,950,000 75,000 75,000 75,000 225,000 75,000 75,000 75,000 225,000 450,000 2,400,000 
通信 70 000 60,000 70.000 200,000 70,000 60,000 70,000 200,000 400,000 70,000 60,000 70 000 200,000 70,000 60,000 70,000 200,000 400,000 800,000 
使用；:及び'.貢借料；，．．，＇ 1・・.. 170;000 .. , . • こ― -._'::o

. ,'o 170;.Qoo -0 •. 。
゜゜

1:7-0,,000 - 0 ;_ .・0 . , 0 

゜
。 ~ → ..  o 

゜
~ ・.C •. ·•. ぎ'O, . 

>() 170,000 ~. 

横浜市への
170,000 

゜ ゜
170,000 

゜ ゜ ゜ ゜
170,000 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
170,000 

支払分

その他

゜ ゜ ゜ ゜備品 髯入レ 82 500 82 500 107 500 272 500 82,500 82.500 107 500 272.500 545書000 82.500 82 500 107.500 272.500 82 500 92,500 107,500 282,500 555,000 1,100,000 
図書 髯入ン 12,500 12,500 12,500 37,500 12,500 12,500 12,500 37,500 75,000 12,500 12,500 12,500 37,500 12,500 12.500 12,500 37,500 75,000 150,000 

1施設 音償［ 任保険 98,000 

゜ ゜
98,000 136,000 

゜ ゜
136,000 234,000 

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
234,000 

職員 コ"H/1 と只 7,000 6,000 7,000 20,000 7,000 6,000 7,000 20,000 40,000 7,000 6,000 7,000 20,000 7,000 6,000 7,000 20,000 40,000 80,000 
振込手数料

゜ ゜
1,000 1,000 

゜ ゜
1,000 1,000 2,000 

゜ ゜
1,000 1,000 

゜ ゜
1,000 1,000 2,000 4,000 

リース料 100,000 90,000 90,000 280,000 100,000 90,000 90,000 280,000 560,000 100,000 90,000 90,000 280,000 100,000 90,000 90,000 280,000 560,000 1,120,000 
手数料

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
,d〇

゜ ゜ ゜地域協力費

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜事業費 152,000 436,000 260,000 848,000 617,000 812,000 327 000 1,756 000 2,604,000 619 000 639,000 458,000 1,716,000 577,000 297,000 306,000 1,180,000 2,896,000 5,500,000 
自主事業（指定管理料充当の自主事業）費

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
179,000 179 000 179,000 537 000 69,000 

゜
69 000 138,000 675,000 675,000 

自主事業費 152,000 436,000 260,000 848,000 617,000 812,000 327.000 1,756 000 2.604,000 440,000 460,000 279,000 1,179,000 508,000 297,000 237,000 1,042,000 2.221,000 4,825,000 
管理費 4,614,000 4,965,000 4,999,000 14 578.000 5,676,000 5,052,000 4,756.000 15 484 000 30,062 000 5,221 000 4 471 000 4 341,000 14,033,000 5,149,000 4,670.000 3,726 000 13,545,000 27,578,000 57,640,000 

ノ[.,~/J'ゞ貫
.. ,・.. ., 

'. --・._ 928_~-00Q LI76,000 1,280,-CJQO 3,384,0(}0 1;506,000 1,84:3,000 1,482,000 4,831,000 8,215,000 1,102,000 897}<iOb 1,184,000 3,183~000 981 OOiJ 828,000 493,000 2,j02~tlOO 5,485,JlOO 13,700;000 ,・ ・・.'  

電気料金 620 000 787,000 841,000 2 248,000 927 000 955,000 867,000 2 749 000 4.997 000 795 000 611 000 634,000 2 040 000 510 000 462.000 291.000 1,263,000 3,303,000 8,300,000 

ガス料金 136,000 181,000 221,000 538,000 331,000 551,000 342,000 1,224,000 1,762,000 102,000 116,000 339,000 557,000 309,000 239,000 133,000 681,000 1,238,000 3,000,000 
水道料金 172 000 208 000 218,000 598,000 248,000 337,000 273,000 858,000 1,456 000 205,000 170,000 211,000 586,000 162,000 127,000 69,000 358,000 944,000 2,400,000 

清掃い 648,000 648,000 648,000 1,944,000 648,000 648,000 648,000 1,944,000 3,888,000 648,000 ・648,000 648,000 1,944,000 648,000 648,000 647,000 1,943,000 3,887,000 7,775,000 
修縮ャ 175,000 175,000 175,000 525,000 175,000 175,000 175,000 525,000 1,050,000 175,000 175,000 175,000 525,000 175,000 175,000 175,000 525,000 1,050,000 2,100,000 
視！ 備費 585,000 585,000 585,000 585,000 1,170,000 584,000 584,000 584,000 584,000 1,168,000 2,338,000 
設備

l 
>.;_. ; 2~zmtooo 2,966.000 2,896,000 8,140,000 2,762,000 2,386,000 2 451.000 7,599,000 15,739,000 2,712,000 2,751.000 2,334,000 7,797,000 2噌761,000 3.019.000 2,411 000 8,19COOO 15,988,000 31,727,000 ~=只

空調衛生設
271,000 271,000 271,000 813,000 271,000 271,000 271,000 813,000 1,626,000 271,000 271,000 271,000 813,000 271,000 271,000 269,000 811,000 1,624,000 3,250,000 

備保守

消防設備保

゜守

電気設備保
351,000 351,000 351,000 1,053,000 351,000 351,000 351,000 1,053,000 2,106,000 351,000 351,000 350,000 1.052,000 350,000 350,000 350,000 1,050,000 2,102,000 4,208,000 ， 寸

害虫駆除清
60,000 60,000 60,000 60,000 120,000 60,000 60,000 70,000 70,000 130,000 250,000 

掃保守

保駐全車場費設備

゜その他保全
1,656,000 2,344,000 2,214,000 6,214,000 2,140,000 1,764,000 1,769,000 5,673,000 11,887,000 2,090,000 2,129,000 1,653,000 5,872,000 2,140,000 2,398,000 1,722,000 6,260,000 12,132,000 24,019,000 

費
共益費

゜公租公課 1,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 3,000 6,000 1,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 3,000 6,000 12,000 
事業所税

゜消費 t

゜印紙 i 1,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 3,000 6,000 1,000 1,000 1,000 3,000 1,000 1,000 1,000 3,000 6,000 12,000 
その i( ） 

゜事務経費（計算根拠を説明襴に記

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
321,000 321,000 321,000 321,000 

本部分

゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜
321,000 321,000 321,000 321,000 

当該施設分

゜ニーズ対応うウ

゜ ゜ -゚-- ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ -゚- ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜ ゜


